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１ この調査の回答は、宛名のご本人様にお願いいたします。 

 

２ ご回答は、黒か青のボールペンまたは鉛筆でお願いします。 

 

３ ご回答は、原則としてあてはまるものに○をつけてください。ご回答の 

○の数は、（○は１つ）、（○はいくつでも）などと表示していますので、 

それに合わせてください。 

 

また、設問によって回答していただく方が限られる場合がありますので、 

   ことわり書きや矢印にしたがってください。特にことわりのない場合は、 

   次の質問に進んでください。 

 

４ お答えが選択肢の中にない場合は、「その他」を選び、（   ）内に 

その内容を具体的に記入してください。 

 

５ ご回答いただきました調査票は、同封の返信用封筒（切手不要）に入れて、 

12 月 12 日（水）までに郵便ポストに投函してください。 

 

６ このアンケートのご記入に当たってご不明な点等がございましたら、 

お手数ですが下記までお問い合わせください。 

 

【問い合わせ先】 

千葉県 総合企画部 報道広報監広聴室 

〒２６０－８６６７ 千葉市中央区市場町１番１号 

電 話 ０４３－２２３－２２４９ 

ＦＡＸ ０４３－２２７－３６１３ 

 

第 35 回 千葉県政に関する世論調査 

ご記入にあたってのお願い 
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【保健医療について】 

問１ あなたは、千葉県内の医療提供体制について満足していますか。 

ｎ＝1,592（○は１つ） 

 1.0 非常に満足している 

31.0 まあ満足している 

39.1 やや不満である 

10.6 非常に不満である 

14.6 わからない         問２へ 

 3.8 無回答 

 

（問１で「３」か「４」と答えた方に） 

問１－２ あなたはどのような点に不満を感じていますか。 

ｎ＝790（○は３つまで） 

69.5 診療までの待ち時間が長い 

20.0 診療時間が短い 

43.5 夜間・休日の診療体制が十分ではない 

10.3 初診の際にどの科を受診したらいいのかわかりにくい 

26.5 医療機関ごとの得意とする診療科がわからない 

19.4 病状や治療に関しての説明が十分ではない 

 7.2 他の医療機関への紹介がスムーズにおこなわれない 

18.7 医療機関の連携体制に関する情報提供が十分ではない 

17.5 長期療養のための入院施設等が十分に整備されていない 

11.6 その他（                                ） 

 0.1 無回答 

 

問２ あなたが、今後、県に力を入れて欲しい医療について選んでください。 

ｎ＝1,592（○は３つまで） 

41.3 がん医療 

34.1 循環器（心臓病・脳卒中）医療 

50.3 救急救命医療 

 6.9 精神科救急医療 

32.7 小児(救急)医療 

 8.5 周産期医療 

21.5 女性専用外来・男性専用外来の設置などの性差を踏まえた医療体制 

28.7 地域単位の医療（その地域で完結する医療全般） 

 4.4 その他（                                ） 

 3.4 特になし 

 3.6 無回答 

問２へ 
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【高齢者福祉施策について】 
問３ 県では、誰もが、ありのままに・その人らしく、介護や支援が必要になっても、住み慣

れた地域で安心して暮らし続けることができる地域社会を目指し、各種施策を推進して

います。あなたにとって、老後の不安とは何ですか。 ｎ＝1,592（○はいくつでも） 

70.7 自分や家族の健康 62.9 収入に関すること 

74.4 自分や家族に介護が必要になること 18.0 住宅に関すること 

13.6 頼れる人がいない  2.4 その他（            ） 

 8.5 近所付き合い  1.9 特にない 

  0.8 無回答 

 

問４ あなたは、介護が必要となった場合、どのような生活を望みますか。 

ｎ＝1,592（○は１つ） 

16.1 自宅で家族の介護を受けながら生活したい 

37.2 自宅で介護サービスを受けながら生活したい 

28.0 特別養護老人ホームや有料老人ホーム等の高齢者施設に入りたい 

 9.1 高齢者向け優良賃貸住宅等のバリアフリー化された住宅に入りたい 

 1.2 その他（                         ） 

 7.2 わからない 

 1.2 無回答 

 

（問４で「３」と答えた方に） 

問４－１ あなたが施設に入りたい理由は何ですか。       ｎ＝445（○は１つ） 

70.3 家族に介護の負担をかけたくないから 

 9.7 十分な介護サービスを受けられるから 

18.9 自宅で家族等の介護を受けられる状況にないから 

 0.9 その他（                               ） 

 0.2 無回答 

 

問５ あなたは、高齢者福祉施策として、重要だと思うことは何ですか。 

ｎ＝1,592（○はいくつでも） 

49.2 介護予防や健康づくり 

63.1 保健・医療・福祉に携わる人材の養成・確保 

60.6 一人暮らし高齢者等に対する地域支え合い・見守り体制づくり 

 9.3 講座や研修等の学習機会の拡充 

62.7 施設・在宅の介護サービスの充実 

14.3 老人クラブ活動の活性化 

17.0 ボランティアやＮＰＯ活動等の地域活動への参加促進 

34.2 認知症や高齢者虐待防止対策 

 3.0 その他（                                ） 

 1.6 わからない 

 2.5 無回答 

  問５へ 

問５へ 
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問６ あなたは、現在、楽しみや生きがいを持って生活を送っていると感じていますか。 

ｎ＝1,592（○は１つ） 

36.6 感じている 0.3 その他（            ） 

42.2 どちらかといえば感じている 2.7 全く感じていない 

14.3 どちらかといえば感じていない 2.6 わからない 

 1.3 無回答 

 

問７ あなたにとっての楽しみや生きがいとは、どのようなことですか。 

ｎ＝1,592（○はいくつでも） 

22.7 スポーツ  9.7 地域活動等（ボランティア、ＮＰＯ、自治会等） 

41.3 旅行 53.0 友人・仲間とのつきあい 

27.0 仕事 57.0 家族との団らん 

 9.2 学習  3.1 その他（                  ） 

54.9 趣味  2.5 特にない 

  1.1 無回答 

 

問８ あなたは、地域活動等（ボランティア、NPO、自治会等）に参加したいと考えていますか。 

ｎ＝1,592（○は１つ） 

15.9 既に参加している  3.1 その他（            ） 

 2.4 積極的に参加したい 14.9 参加するつもりはない 

46.4 機会があれば参加したい 15.1 わからない 

  2.1 無回答 

 

問９ あなたは、高齢者が地域活動等へ積極的に参加するために重要だと思うことは、何ですか。 

ｎ＝1,592（○はいくつでも） 

32.3 地域活動リーダー（指導者）の養成 35.9 講座や研修会等の学習機会の提供 

49.9 活動団体や人材募集等の情報提供  5.0 その他（            ） 

23.6 ボランティア・ＮＰＯ等の育成 14.3 わからない 

  3.2 無回答 
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【生涯大学校について】 

問 10 県では、60 歳以上の方々が新しい知識を身に付け、広く仲間づくりを図るとともに、学 

習の成果を地域活動に役立てるなど社会参加による生きがいの高揚を目的として、県内

に『生涯大学校』（※参照）を５学園（６校舎）設置し、運営しています。 

そこで、生涯大学校について、お伺いします。あなたは、生涯大学校を御存知ですか。 

ｎ＝1,592（○は１つ） 

16.5 知っている 

31.3 名前は知っているが、学習内容等はわからない 

50.7 知らない 

 1.6 無回答 

 

 

 

 

 

 

 

 

問 11 あなたは、60 歳以上になられた時に、生涯大学校に入学したいと思いますか。 

ｎ＝1,592（○は１つ） 

11.0 入学したいと思う 

22.5 どちらかといえば入学したいと思う 

14.2 どちらかといえば入学したいと思わない 

23.2 入学したいと思わない 

24.7 わからない 

 4.3 無回答 

 

問 12 あなたが、今後、このような生涯大学校で学びたいこととは、どのようなことですか。

ご自由に記入してください。                   ｎ＝1,592 

※生涯大学校 

生涯大学校では、地域社会活動、地域指導者の養成、社会福祉・介護・健康管理、環境問題等に関する知識の習得、

健康づくりのためのスポーツ・レクリエーション、園芸・陶芸等の趣味・教養等に関する学習を行っています。 
○学園所在地：京葉学園（千葉市）、東葛飾学園浅間台校舎（松戸市）、東葛飾学園江戸川台校舎（流山市）、東総学園

（銚子市）、外房学園（茂原市）、南房学園（館山市）    
○設置課程等（2 年制） 
一般課程（通学）：福祉科、生活科、園芸科、陶芸科（定員：1,435 人/学年、授業料：年間 18,000 円） 
通信課程（在宅学習）：福祉生活科（定員：500 人/学年、授業料：年間 4,000 円） 
専攻課程（通学）：社会専攻科、園芸専攻科、陶芸専攻科（定員：715 人/学年、授業料：年間 8,000 円） 
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【生涯学習の推進について】 

問 13 あなたは、「生涯学習活動」（※参照）を行ったことがありますか。 

ｎ＝1,592（○は１つ） 

16.7 過去１年以内に行ったことがある 

12.6 過去 1 年以上前には行っていた 

63.0 学校での学習以外に今まで取り組んだことがない 

 7.7 無回答 

 

 

 

 

 

問 14 あなたは、今後も引き続き（または、これから）「生涯学習活動」を行ってみたいと思

いますか。 

ｎ＝1,592（○は１つ） 

11.7 ぜひ行ってみたい 

55.1 時間があったり、興味があるものは行ってみたい 

24.6 行ってみたいと思わない      問 15 へ 

 8.7 無回答 

 

（問 14 で「１」か「２」と答えた方に） 

問 14－１ あなたは、今後どのような「生涯学習活動」を行いたいと考えていますか。 

ｎ＝1,063（○はいくつでも） 

59.7 趣味的なもの（音楽、美術、華道、茶道、舞踊、書道など） 

31.8 教養的なもの（文学、歴史、科学など） 

19.2 社会問題（社会・時事問題、国際問題、環境問題、福祉など） 

59.4 健康・スポーツ（健康法、医学、栄養、ジョギング、水泳など） 

33.6 家庭生活に役立つ技能（料理、洋裁、和裁、編み物など） 

13.0 育児・教育に関すること（子育て、幼児教育、教育問題など） 

20.3 業務上必要な知識・技能（仕事に関係のある知識の習得や資格の取得など） 

20.5 国際交流・国際理解（外国語、外国の生活文化など） 

31.0 情報化社会に対応するための知識・技能（パソコン・インターネットなど） 

18.3 ボランティア活動やそのために必要な知識・技能（手話、点訳、介護など） 

23.6 自然体験や生活体験などの体験活動 

 5.8 勤労体験 

 0.5 その他（                               ） 

 1.5 無回答 

※「生涯学習活動」とは 

 一人一人が自分の人生を楽しく豊かにするために、生涯のいろいろな時期に、自分から進んで行う学

習やスポーツ、文化活動、ボランティア活動、趣味などのさまざまな活動をいいます。（今回の調査で

は、学校教育での学習を除いた部分についてお答えください。） 
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（問 14 で「１」か「２」と答えた方に） 

問 14－２ あなたは、「生涯学習活動」を通じて身につけた知識・技能や経験を、どのよう

に活かしていますか。また、活かしていきたいですか。 

ｎ＝1,063（○はいくつでも） 

25.8 仕事や就職の上で活かしている（たい） 

17.8 ボランティア活動に活かしている（たい） 

18.4 資格の取得をした（たい） 

49.3 日常の生活に活かしている（たい） 

18.8 地域での活動に活かしている（たい） 

24.0 さらに広く、深い知識・技能を身につけるための基礎や土台として活かしている（たい） 

 8.4 他の人の学習やスポーツ、文化活動などの指導に活かしている（たい） 

56.7 自分の人生がより豊かになっている（したい） 

46.4 自分の健康の維持・増進に役立っている（てたい） 

 1.2 学業、学校生活の上で活かしている（たい） 

 1.6 活かしていない。活かしていく予定はない 

 0.5 その他（                               ） 

 9.5 無回答 

 

問 15 あなたは今後、県民の生涯学習活動をより盛んにしていくため、県はどのようなことに 

力をいれるべきだと思いますか。 

ｎ＝1,592（○はいくつでも） 

47.0 生涯学習関連施設などにおけるサービスを充実する（講座の充実や開館時間の拡大、

情報提供、相談窓口の充実など） 

21.9 生涯学習に関する専門職員（社会教育主事、司書、学芸員、体育指導者など）を育

成する 

28.6 情報を一元化して提供するなど、現在ある、いろいろな施設間の連携をとる 

27.4 学校図書館やグラウンドなど学校施設をもっと地域に開放する 

29.6 住民のニーズや満足度などを把握し、反映していく 

13.7 社会教育団体、青少年（育成）団体などの自主的な活動を活発にさせたり、その活

動を支援する 

 7.2 生涯学習を通して身につけた成果を評価する（学校の単位として認める、表彰するなど） 

18.8 ボランティア活動を支援する 

16.1 企業等の労働時間を短くしたり、生涯学習活動のための有給休暇制度などを普及させる 

11.6 「生涯学習フェスティバル」など生涯学習の成果の発揮できる場所や機会を提供する 

 2.9 その他（                                ） 

11.6 わからない 

 8.0 無回答 
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【食育に関する県民意識について】 
県民一人ひとりが、食に関する正確な知識や的確な判断力を身につけて健全な食生活

を自ら実践できるよう食育を推進していくことが求められています。食育には、食生活

の改善にとどまらず、食に関する感謝の念と理解を深めることや、伝統ある優れた食文

化の継承、地域の特性を生かした食生活に配慮すること等が含まれています。食育を推

進する上で、県民が自ら取り組み、県民が主役となった、県民的広がりを持つ運動とし

て食育を推進していくことが課題となっています。 

 

問 16 食育には、多面的な内容が含まれており、県では県民運動として推進しています。 

あなたは、県民運動として取り組む内容として何が重要と思いますか。 

ｎ＝1,592（○は３つまで） 

62.8 食品の安全性に関する理解 

37.4 食生活・食習慣の改善 

36.7 環境との調和、食品廃棄の削減や食品リサイクルに関する活動 

33.7 自然への恩恵や生産者等への感謝・理解、農林漁業に関わる体験活動 

25.0 郷土料理、伝統料理等の優れた食文化の継承 

28.0 食を通じたコミュニケーション（家族や友人などと食卓を囲む等） 

11.6 食事に関するあいさつの励行や作法の習得 

 1.8 その他（                                ） 

 1.8 特にない 

 2.8 わからない 

 2.4 無回答 

 

問 17 あなたは、食育の推進に関わるボランティア活動に機会があれば参加したいとお考え 

ですか。                       ｎ＝1,592（○は１つ） 

40.1 参加してみたい 5.2 無回答 

54.7 参加してみたいとは思わない    問 18 へ 

 

（問 17 で「１」と答えた方に） 

問 17－１ あなたは、食育の推進に関わるどのようなボランティア活動に参加してみたいと

思いますか。                  ｎ＝639（○は３つまで） 

59.5 生活習慣病予防などのための料理教室 

31.0 食生活改善に関する活動 

37.2 郷土料理、伝統料理等の食文化を継承するための活動 

41.3 食品の安全や表示に関する正しい知識を啓発・普及する活動 

29.9 食品廃棄や食品リサイクルに関する活動 

19.7 農林漁業などに関する体験活動 

13.5 食育に関する国際交流活動 

 1.3 その他（                               ） 

 2.5 特にない 

 1.7 わからない 

 0.3 無回答 
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問 18 家庭（単独世帯を含む）における食育として、自ら実践することが重要です。子ども等

への指導は除き、次の１から６のそれぞれについて、あなたに、あてはまるものを１つ

ずつお答えください。            ｎ＝1,592（○は各項目１つずつ） 
 
１ 栄養バランスの優れた「日本型食生活」の実践、野菜摂取量を増やす、油の多いものを控え

るなど、栄養バランスに気をつけている。 

19.8 必ずしている 29.3 時々している 1.3 全くしていない 

33.4 しばしばしている 10.9 あまりしていない 5.3 無回答 
 

２ 家族や友人と食卓を囲み、食事を楽しむ機会を増やすなど、食を通じたコミュニケーション
を充実させている。 

16.5 必ずしている 31.3 時々している 4.3 全くしていない 

25.8 しばしばしている 17.0 あまりしていない 5.1 無回答 
 

３ 毎日朝食を摂るなど規則正しい食生活に努めている。 

63.4 必ずしている  6.0 時々している 2.1 全くしていない 

16.7 しばしばしている  7.5 あまりしていない 4.3 無回答 
 

４ 食事に関する作法に気をつけている。 

23.1 必ずしている 18.0 時々している 2.2 全くしていない 

31.0 しばしばしている 20.3 あまりしていない 5.5 無回答 
 

５ 自らも料理に取り組んでいる。 

39.1 必ずしている 15.1 時々している 10.4 全くしていない 

15.9 しばしばしている 14.9 あまりしていない 4.5 無回答 
 

６ 食べ残しを減らす努力 

45.0 必ずしている 11.4 時々している  0.9 全くしていない 

31.9 しばしばしている  6.5 あまりしていない 4.3 無回答 
 

問 19 わが国では、四季折々の様々な食材に恵まれ、長い年月を経て地域と結びついた郷土料

理、伝統食（※参照）、行事食（※参照）、配膳方法、所作などの食文化が形成されてき

ました。あなたがお住まいの地域の郷土料理や伝統食について、行っていることを各項

目ごとにお答えください。          ｎ＝1,592（○は各項目１つずつ） 
 

１ お住まいの地域の郷土料理や伝統食を何種類知っていますか。 

10.7 ７種類以上 15.5 ３～４種類 36.5 知らない 

 7.7 ５～６種類 26.1 １～２種類  3.5 無回答 
 

２ お住まいの地域の郷土料理や伝統食を何種類食べたことがありますか。 

10.2 ７種類以上 16.3 ３～４種類 33.2 食べたことがない 

 8.4 ５～６種類 27.9 １～２種類  4.1 無回答 
 

３ お住まいの地域の郷土料理や伝統食を何種類作ることができますか。 

 4.4 ７種類以上 10.7 ３～４種類 55.8 作ることができない 

 5.0 ５～６種類 20.5 １～２種類  3.6 無回答 
 

４ ご自宅で行事食を伴う伝統的な行事を年間にどの程度行っていますか。 

16.4 ７回以上 25.3 ３～４回 13.8 全く行わない 

15.2 ５～６回 26.4 １～２回  3.0 無回答 
 

 ※伝統食、行事食の例 
○正月（おせち・雑煮、七草粥等）、節分（まめ等）、桃の節句（ひな菓子・五目すし等）、春分の日（ぼた餅等）、 

端午の節句（ちまき、かしわ餅等）、七夕（素麺等）、土用（うなぎ、もち等）、お盆（団子等）、十五夜（月見団子等）、

秋分の日（おはぎ等）、七五三（千歳飴等）、冬至（かぼちゃ料理等）、大晦日（そば等） 
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【地球温暖化問題について】 

問 20 最近、新聞やテレビで地球温暖化をテーマにした報道が多く見られますが、あなたは

地球温暖化問題について、どのくらい関心をおもちですか。 ｎ＝1,592（○は１つ） 

48.4 非常に関心がある 0.6 全く関心がない 

44.4 やや関心がある 2.0 わからない 

 3.2 あまり関心はない 1.4 無回答 

 

問 21 地球温暖化によって、私たちの生活に様々な影響が出ると予測されています。あなたは、

近年、起こりうる最も深刻な問題はどれだと思いますか。  ｎ＝1,592（○は１つ） 

13.6 海面の上昇により国土が減少・消滅すること 

71.0 台風や集中豪雨などの異常気象や自然災害が増加すること 

 7.7 現在絶滅の危機にさらされている生物がさらに絶滅に近づくなど、動植物への影

響により、生物多様性が減少すること 

 3.3 熱中症が増え、マラリアなどの感染症が増加すること 

 1.1 その他（                                ） 

 2.4 わからない 

 0.8 無回答 

 

問 22 あなたは、地球温暖化防止のために、何か行動していますか。 

ｎ＝1,592（○は１つ） 

50.1 何らかの行動をした、あるいは今、している 0.9 その他（        ） 

 6.7 これから行動する予定である        2.3 行動したいと思わない 

35.7 行動したいが何をしたら良いかわからない  4.3 無回答 

 

問 23 あなたが地球温暖化防止のために日常生活で行っていることはありますか。 

ｎ＝1,592（○はいくつでも） 

 1.6 環境家計簿（※参照）等をつける 

84.4 電気をこまめに消したり、冷暖房の設定温度を控えめにする 

47.0 ガスコンロの炎がなべからはみださない程度に調節する 

31.1 シャワーの使用時間を短縮する 

48.8 家電製品等を買う時に、省エネルギー性能の高いものを選ぶ 

21.9 自家用車はできるだけ使わずに、電車やバスなどを利用する 

17.8 自動車に乗るならエコドライブを実践する 

41.5 マイバッグ持参などによりレジ袋の使用を削減する 

37.7 ごみの排出量を削減する 

 1.9 その他（                                ） 

 2.5 無回答 

 
※環境家計簿 
 毎日の生活の中で環境に関係する出来事や行動を家計簿のように記録し、家庭でどんな環境負荷が発生しているか

を家計の収支計算のように行うもの。毎月使用する電気、ガス、水道、ガソリン、燃えるごみなどの量に二酸化炭素

（ＣＯ２）を出す係数を掛けて、その家庭でのＣＯ２排出量を計算する。 県では、簡単に環境家計簿に取り組める

「ちばＣＯ２ＣＯ２(こつこつ)ダイエットファミリーキャンペーン」を実施している。 
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問 24 あなたは、地球温暖化対策に必要なことはどんなことだと思いますか。 

ｎ＝1,592（○はいくつでも） 

77.3 各家庭における省エネルギーの取組 

45.0 家電製品等の省エネルギー技術の開発 

29.6 省エネルギー性能の高い家電製品の買い替え等への支援 

47.4 企業に対する行政の指導 

27.6 行政やマスコミの広報活動 

39.9 学校における環境教育の充実 

57.5 風力、太陽光発電などの再生可能エネルギーの普及 

 5.0 その他（                                ） 

 2.3 無回答 

 

 

【森林と里山に関する意識調査について】 

問 25 千葉県の森林は県土の約３分の１（全国では国土の２／３）ですが、１人当たりの森

林面積は全国平均の約７分の１です。あなたが、守りたいと思う千葉の森林とはどの

ようなものですか。                                     ｎ＝1,592（○は１つ） 

30.3 市街地周辺に位置し、緑地空間となっている雑木林や斜面の森林 

28.6 市街地と農山村の中間の地域に位置し、散策やハイキングに行ける森林 

33.7 中南部のダムや河川上流、山間部に位置し、木材の生産や、水源を守る役割を

果たしている森林 

 1.9 その他（                                ） 

 2.6 特に守りたいと思う森林はない 

 2.9 無回答 

 

問 26 あなたは、千葉の森林について、どのような働きを特に担うべきだと思いますか。 

ｎ＝1,592（○は３つまで） 

13.2 木材をはじめ、しいたけなどのきのこ類や山菜などの林産物を生産する働き 

36.4 水資源をたくわえる働き 

50.0 山崩れや洪水などの災害を防止する働き 

60.7 二酸化炭素を吸収することにより、地球温暖化防止に貢献する働き 

24.2 大気を浄化したり、騒音をやわらげたりする働き 

28.6 心身の癒（いや）しや安らぎ、レクリエーションの場を提供する働き 

26.7 自然に親しみ、森林と人との関わりを学ぶなど教育の場としての働き 

26.1 貴重な野生動植物の生息の場としての働き 

 0.8 その他（                                ） 

 1.9 特にない 

 2.0 無回答 



 － 144 －

問 27 近年、我が国では林業の不振などで、森林の荒廃が心配されていますが、千葉県でも同じ

状況であり、適正な手入れがされない森林が増えています。あなたは、これからの千葉の

森林については、どのような方法で整備すべきだと思いますか。 

ｎ＝1,592（○は３つまで） 

39.0 森林所有者に対し、適切に森林整備を行うことを義務づける 

48.9 森林組合、ＮＰＯ、ボランティア団体など意欲のある者が森林所有者に代わって

整備を行う 

33.7 県や市町村などの公的機関が整備を行う 

50.3 整備・管理経費などに対して高率助成するなど、手入れがしやすくなる条件を整

備する 

29.8 公益的機能が高い森林を県や市町村が買い上げのうえ、整備を行う 

 2.7 その他（                                ） 

 1.1 森林所有者の意志にまかせる 

 4.5 わからない 

 2.4 無回答 

 

問 28 「地球温暖化防止」（※参照）のために、千葉県においてもこれまで以上に森林を整

備していく必要があります。あなたは、千葉の森林の整備を推進するのに必要となる

費用に対する負担はどうあるべきだと思いますか。  ｎ＝1,592（○は２つまで） 

51.2 森林の恩恵は広く県民全体に及ぶことから、企業及び県民全体で負担する 

43.5 緑の募金などの自発的な拠出により負担する 

23.6 ボランティアなどの自発的な森林整備活動により負担する 

22.2 新たな負担は求めずに、できる範囲のことをすればよい 

 3.8 その他（                                ） 

 0.2 何もする必要はない 

 6.6 わからない 

 2.4 無回答 

 

 

 

 

 

 

 

※「地球温暖化防止と森林吸収源対策」について 

地球温暖化を防ぐために、１９９７年に二酸化炭素などの温室効果ガスの排出量を削減していくための国際的な取り

決めである「京都議定書」が採択されました。この京都議定書において、日本は６％の削減目標を約束していますが、

そのうちの３.８％を森林の二酸化炭素吸収量で確保（削減）することとしています。また、森林における削減につい

ては、新たな植林地や整備された健全な森林のみが吸収源としてカウントすることができます。この森林吸収量確保

の達成のため、今後も一層の森林の整備・保全などの対策を推進し、必要な面積を確保していく必要があります。 
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問 30 へ 

問 29 里近くの森林・谷津田・水辺などが一体となった「里山」は、開発によって減少した

り、所有者の管理が行き届かないで荒れているのが現状です。あなたは「里山」の保

全、整備の活動に参加したいと思いますか。       ｎ＝1,592（○は１つ） 

 5.0 参加したい    問 30 へ 11.2 参加したくない 

37.8 条件があえば参加したい 24.6 わからない 

17.5 あまり参加したくない    問 30 へ  3.9 無回答 

 

（問 29 で「２」とお答えになった方に） 

問 29－１ あなたは、どのような条件（環境）が整えられれば、活動に参加しようと思い

ますか。                   ｎ＝602（○はいくつでも） 

65.1 居住地の近くであること 

59.0 活動の時間的制約があまり強くないこと 

54.5 経済的負担が多くないこと 

23.1 現地にトイレ等の施設が充実していること 

35.0 活動内容があまり専門的や高度的でないこと 

60.5 活動が健康状態や体力に見合う内容であること 

45.5 活動に必要な指導者や仲間がいること 

42.5 活動団体の組織がしっかりしていること 

 2.7 その他（                               ） 

 1.2 わからない 

 

【市民活動について】 

市民活動団体（ＮＰＯ）とは、市民（県民、住民）の自発性に基づき、営利を目的とし

ない、自立的・継続的に社会的サービスを提供する団体のことで、法人格のないボランテ

ィア団体や住民活動団体も含みます。また、このような団体が、市民の視点に立って自ら

行う活動を市民活動といいます。 

 

問 30 あなたは、市民活動についてどのようなイメージをお持ちですか。  

ｎ＝1,592（○はいくつでも） 

38.1 市民が自発的に、市民が必要としているサービスを提供している 

33.3 行政や企業とともに、市民の視点に立った新しい地域づくりを担っている 

30.2 市民が自己実現を図り、支え合う仲間を作る場となっている 

24.5 怪しげな活動をする団体もある 

11.2 自分にはあまり関係がない 

 2.9 その他（                                ） 

13.5 わからない 

 5.8 無回答 
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問 31 あなたは、市民活動をしていますか。          ｎ＝1,592（○は１つ） 

 8.9 活動している 11.1 活動したくない 

18.9 これから活動したいと思っている 38.9 わからない 

16.5 支援はしても活動はしたくない  5.7 無回答 

 

問 32 市民活動団体が継続的に活動していく際の課題に、資源（資金、モノ、人材、場所、情

報等）の不足があります。市民がこれらの資源を提供することにより、市民活動を支援

し、活動を活発にする方法が考えられます。 

あなたは、市民活動に対し、何らかの形で支援をしたいと思いますか。 

ｎ＝1,592（○は１つ） 

 1.8 積極的に支援をしたい 

41.8 賛同できる活動には支援をしてもよい 

15.6 支援したいがどのように支援して良いかわからない 

32.7 わからない    問 33 へ 

 8.0 無回答 

 

（問 32 で「１」～「３」のいずれかをお答えの方に） 

問 32－１ あなたは、市民活動にどのような支援をしたいと思いますか。 

ｎ＝943（○はいくつでも） 

33.3 寄付などにより資金を提供する 

26.6 物品を提供する 

 3.6 活動場所を提供する 

50.2 イベント時のボランティアなどにより労力を提供する 

13.4 情報やノウハウを提供する 

28.1 市民活動団体が作成した物品の購入や、同団体が主催するイベントの参加費を

支払うことで支援する 

 1.3 その他（                               ） 

 3.4 無回答 

 

問 33 あなたは、今後の市民活動のどのような面の発展に期待していますか。 

ｎ＝1,592（○はいくつでも） 

44.8 新しい地域づくりの中心となる存在として期待している 

31.4 仲間づくりや国際的な交流など、活動の場を広げることに期待している 

13.8 雇用の場として期待している 

 2.3 その他（                ）に期待している 

12.1 あまり期待していない 

15.9 わからない 

 7.8 無回答 
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【犯罪のない安全で安心なまちづくりについて】 
問 34 あなたは、犯罪や防犯に関する情報を主にどこから入手していますか。 

ｎ＝1,592（○は２つまで） 

92.3 テレビ、ラジオ、新聞、雑誌、インターネット等 

36.8 自治会や町内会の広報（回覧板等を含む） 

 7.4 警察の広報（県警ホームページ、防犯座談会や警察官との情報交換を含む） 

13.8 知り合い等から直接聞く 

 1.3 その他（                                ） 

 1.2 特に入手していない 

 1.8 無回答 

 

問 35 あなたが提供してほしい犯罪情報は何ですか。    ｎ＝1,592（○は２つまで） 

76.9 身近な地域の犯罪発生状況に関する情報 

39.0 ひったくりや空き巣などの犯罪の手口に関する情報 

40.5 犯罪被害に遭わないための方法に関する情報 

10.7 防犯に役立つ防犯機器等に関する情報 

 0.9 その他（                                ） 

 2.2 特にない 

 2.7 無回答 

 

問 36 あなたは、今、犯罪に遭わないためにどのようなことに心がけていますか。 

ｎ＝1,592（○はいくつでも） 

83.5 家の戸締りを徹底している 

 6.8 防犯カメラ等の防犯設備を設置している 

13.4 自転車に防犯ネット等を取り付けている 

37.6 地域の犯罪の発生状況に注意している 

17.5 留守にするときは、隣近所との連絡をとっている 

 8.4 何かしたいが、何をしたら良いかわからない 

 2.4 その他（                                ） 

 5.8 特になにもしていない 

 2.0 無回答 

 

問 37 あなたは、自主防犯活動等に参加していますか。     ｎ＝1,592（○は１つ） 

 6.5 参加している 16.6 興味がない 

49.2 参加していないが、機会があればしたい 10.2 その他（          ） 

10.3 参加していたが、現在はしていない  7.2 無回答 

 
問 38 あなたは、犯罪を防止するために、行政（警察を含む）に望むことは何ですか。 

ｎ＝1,592（○は１つ） 

48.9 犯罪の起こりにくい施設環境の整備  5.9 自主防犯活動を行う際の支援 

 2.5 防犯に関する講習会等の開催 22.7 学校や通学路における児童、生徒の安全確保 

12.9 犯罪情報等の提供  3.6 その他（             ） 

  3.5 無回答 
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【県民の治安に対する意識と交番に求めることについて】 

問 39 あなたは、お住まいの地域における治安がこの１年（又は最近）良くなってきている

と感じますか。                    ｎ＝1,592（○は１つ） 

 1.5 とても感じている 40.9 かわらない 19.3 わからない 

12.1 やや感じている 23.4 悪くなっている  2.9 無回答 

 

問40 県では国の「犯罪に強い社会実現のための行動計画」（平成15年 12月）に基づき、「空

き交番」の解消による交番機能の強化等に取り組んできました。 

以下、交番のことについてお伺いします。 

あなたが交番の警察官に期待することは何ですか。 ｎ＝1,592（○はいくつでも） 

35.7 街頭での身近な犯罪を検挙してほしい 

67.7 パトロールを強化してほしい 

58.6 いつも誰か交番にいてほしい 

15.2 交通違反の取締りや交通安全指導をしてほしい 

26.1 相談、困りごとに的確に対応してほしい 

 2.4 その他（                          ） 

 3.2 特にない 

 7.1 近くに交番がない      

 2.8 無回答 

 

（問 40 で「１」から「６」のいずれかをお答えの方に） 

問 40－１ あなたは、交番の警察官に重点的にパトロールをしてほしい場所はどこですか。 

ｎ＝1,432（○は２つまで） 

15.6 繁華街 13.4 交通混雑場所 

73.3 住宅街  2.0 その他（             ） 

64.5 通学路、公園（子どもの多い場所）  0.9 特にない 

  3.1 無回答 

 

（問 40 で「１」から「６」のいずれかをお答えの方に） 

問 40－２ 県警では「空き交番（交番勤務員の不在が常態化している交番）」をなくすた

め、警察官・交番相談員の増員など様々な対策を行っていますが、あなたは「空

き交番」はなくなったと感じますか。 

ｎ＝1,432（○は１つ） 

 2.7 とても感じている  4.6 以前より警察官等がいない時間が増えた 

18.4 やや感じている 41.3 わからない 

29.7 かわらない  3.1 無回答 

問 41 へ 
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【道路整備について】 

問 41 あなたは、千葉県内の道路状況について、満足していますか。 

ｎ＝1,592（○は１つ） 

10.8 満足している 26.1 どちらでもない 

57.0 満足していない  6.0 無回答 

 

問 42 今後の道路政策においては、効率化を徹底する必要があると思いますが、その際、あな 

たはどのようなことが大事だと思いますか。       ｎ＝1,592（○は３つまで） 

 

49.2 事業の実施にあたり、県民の考えや意見が十分に反映されるような取り組みを行う 

55.3 現在ある道路をもっと有効に利用する 

（高速道路料金の引き下げ、インターチェンジの増設、路上工事の縮減など） 

23.9 入札契約の適正化など事業の透明性を確保する 

10.0 沿道の住民やＮＰＯ（特定非営利法人）などが道路の管理にもっと参画できる 

取り組みを行う 

23.7 事業の必要性についての評価を徹底する 

30.3 道路の建設や管理にかかるコストを減らす 

10.3 個別の事業のスピードアップを図るなどスケジュール管理を徹底する 

 4.0 その他（                                ） 

 6.7 無回答 

 

問 43 あなたは、今後、優先的に対策すべき課題は何だと思いますか。 

ｎ＝1,592（○は３つまで） 

42.5 交通事故対策（通学路を主とした歩道の設置など） 

15.1 道路管理の充実（清掃など日常的な維持管理、老朽化した橋の予防対策など） 

35.0 渋滞対策（バイパスの整備・開かずの踏切対策・交差点の改良など） 

 2.8 高速道路の整備 

26.1 通勤、通院などの日常の暮らしを支える生活幹線道路の整備 

20.0 バスなどの公共交通機関への支援 

18.1 大気汚染や騒音などの環境対策 

 1.2 カーナビ情報の充実 

 9.2 都心部に車を集中させないための、大都市圏の環状道路の整備 

19.7 バリアフリー対策（歩道の段差の解消など） 

12.7 電線類の地中化 

19.2 大雨・大雪や地震などの災害、重大事故などへの備え（避難路の整備・橋の補強など） 

17.9 自転車利用の促進（自転車道・駐輪場の整備など） 

 5.3 植樹など道路景観の改善 

 6.3 地域活性化や物流のため都市や交通拠点を結ぶ道路の整備 

 8.5 わかりやすい案内標識などの整備 

 1.8 その他（                                ） 

 3.9 無回答 
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以上で質問は終わりですが、調査結果を統計的に分析するために必要なことがらを 

お聞かせください。 

 

Ｆ１ あなたの性別は。                    ｎ＝1,592（○は１つ） 

 

44.8 男性 53.1 女性  2.1 無回答 

 

Ｆ２ あなたは満何歳ですか。                 ｎ＝1,592（○は１つ） 

 

 7.6 20～29 歳 16.8 40～49 歳 11.1 60～64 歳 

17.1 30～39 歳 18.6 50～59 歳 26.7 65 歳以上 

    2.1 無回答 

 

Ｆ３ あなたのご職業は何ですか。               ｎ＝1,592（○は１つ） 
 

自営業主 家族従業者 勤め人 無職 

1.1 農林漁業 
2.3 商工サービス業 
4.3 自由業 

0.8 農林漁業 
1.7 商工サービス業 

 8.3 管理職 
19.7 専門技術・事務職 
12.4 労務職 

30.7 主婦 
 1.6 学生 
12.6 その他 
  （    ） 

  4.6 無回答 

 

Ｆ４ あなたのご家庭の生活を主として支えているのはあなたですか（世帯主）。家計のきりも

りをしているのはあなたですか（家事担当者）。      ｎ＝1,592（○は１つ） 
 

51.4 家庭の生活を主として支えている（世帯主） 

33.9 家計のきりもりをしている（家事担当者） 

 9.0 その他（具体的に                            ） 

 5.7 無回答 

 

（Ｆ４で「２」か「３」とお答えの方に） 

Ｆ４－１ あなたのご家庭の生活を主として支えている方のご職業は何ですか。 

ｎ＝684（○は１つ） 
 

自営業主 家族従業者 勤め人 無職 

1.3 農林漁業 
5.1 商工サービス業 
5.7 自由業 

0.4 農林漁業 
2.0 商工サービス業 

15.2 管理職 
27.9 専門技術･事務職 
13.0 労務職 

26.6 無職 
 

  2.6 無回答 
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Ｆ５ あなたは、結婚していらっしゃいますか。         ｎ＝1,592（○は１つ） 
 

16.5 未婚 69.7 既婚（配偶者有） 10.6 既婚（配偶者離死別） 3.3 無回答 

 

（Ｆ５で「２」か「３」とお答えの方に） 

Ｆ５－１ あなたは、お子さんが何人いらっしゃいますか。同居、別居は問いません。 

ｎ＝1,277（○は１つ） 
 

16.8 １人 15.2 ３人  0.3 ５人以上 1.0 無回答 

54.7 ２人  1.4 ４人 10.6 子どもはいない 

 

（Ｆ５－１で「１」～「５」のいずれかをお答えの方に） 

Ｆ５－２ それでは、一緒にお住まいのあなたのお子さんでこの中にあげるような方は 

いらっしゃいますか。            ｎ＝1,129（○はいくつでも） 
 

 8.2 ０～２歳の子ども  7.1 大学・大学院在学中の子ども 

10.4 ３歳以上の未就学の子ども 27.0 学校を終えた未婚の子ども 

22.1 小学校・中学校在学中の子ども 18.0 結婚した子ども 

 8.6 高校在学中の子ども 16.6 同居している子どもはいない 

 2.5 短大・高専・各種学校・専修学校  6.4 無回答 

在学中の子ども 

 

Ｆ６ お宅には 65 歳以上の方がいらっしゃいますか。あなたご自身も含めてお答えください。 

ｎ＝1,592（○は１つ） 
 

46.3 いる 51.1 いない 2.6 無回答 

 

Ｆ７ あなたのお住まいは、次のどれにあたりますか。       ｎ＝1,592（○は１つ） 
 

63.6 持家（一戸建） 10.7 賃貸のアパート・マンション 0.7 住み込み・寮・寄宿舎 

11.3 分譲マンション・アパート  5.0 公社・公団・県市町村営住宅  -  その他（具体的に ） 

 2.9 民間の借家（一戸建）  3.3 社宅などの給与住宅  2.6 無回答 

 

Ｆ８ あなたは、千葉県に通算して何年くらいお住まいですか。   ｎ＝1,592（○は１つ） 
 

 1.3 １年未満  4.6 ５年～10 年未満 16.0 20 年～30 年未満 

 2.8 １年～３年未満  6.1 10 年～15 年未満 57.8 30 年以上 

 2.4 ３年～５年未満  6.5 15 年～20 年未満  0.1 わからない 

    2.4 無回答 
 

Ｆ９ あなたがお住まいの地域は、次のどの地域ですか。      ｎ＝1,592（○は１つ） 
 

31.7 中央地域 千葉市、茂原市、東金市、習志野市、勝浦市、市原市、八千代市、山武市、 

いすみ市、大網白里町、横芝光町、一宮町、白子町、大多喜町、九十九里町 

18.2 東 地域 銚子市、成田市、佐倉市、旭市、四街道市、八街市、印西市、白井市、富里市、 

匝瑳市、香取市、酒々井町、本埜村、栄町、東庄町 

 7.9 南 地域（館山市、木更津市、鴨川市、君津市、富津市、袖ヶ浦市、南房総市） 

39.9 西 地域（市川市、船橋市、松戸市、野田市、柏市、流山市、我孫子市、鎌ヶ谷市、浦安市） 

 2.4 無回答 
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以上で質問はすべて終わりです。 

このほかにも、県への意見があればご自由にお書きください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

お忙しいところをご協力いただき、ありがとうございました。 

ご記入いただいた調査用紙は、同封の返信用封筒に入れて、12 月 12 日（水）までに 

ポストにご投函ください。なお、切手は不要です。 

 


